
 

 

 

  
 

地震・津波による避難訓練を行いました 
 １月１７日（水）に、地震・津波による避難訓練を行いました。 
 今から２９年前の１月１７日に、兵庫県南部地震が起こりました。阪神淡路大震災 
です。毎年、１月１７日には、「１・１７集会」を行い、阪神淡路大震災のことを教訓 
に、災害に備えるよう防災について考えています。 
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 地震が発生したら、 
 
①出口の確保をします。 
②頭の保護をします。 
③自分の身を守ります。 
 
 避難の原則は、「危な
い場所から早く離れるこ
と」です。 
 
・無駄話をしません（大
切な情報を聞き漏らさ
ないように）。 

・自分で適切に判断をし
ます。 

・素早く行動します。 

児童会主催の 
『１．１７集会』を

行いました。 

 

黙祷を行いました。 

みなさん、焦らずに安
全に避難することができ
ましたか。落ち着いて避
難することで、けがを防
ぐことができます。 

 自然災害、特に地震は何の前触れもなくやって
きます。・・兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）・
東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）・能登半島
地震・・・。私たちの住んでいる日本は、災害の
多い国です。日頃から災害が起きた時の備えをし
ておくことが大切です。 

 備えの一つとして、家族とハザードマップを確
認したり、防災グッズを用意したりするのはどう
でしょうか。家族がばらばらになった時に集合す
る場所を決めておくのも大切です。 
 また、災害が起きた時は、助け合うことも大切
です。自分たちにできることは何かを考えて、行
動していきましょう。 

 命は、かけがえのない大切なものです。日頃から災害
に備えることを意識して生活をしましょう。いざという
時には、自分の命も周りの人の命も守れるように備えま
しょう。 



≪避難訓練：校長の話より≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

『天災は忘れた頃にやってくる』という言葉
があります。 
 私たちの住む兵庫県では、今から２９年前
に、大きな大きな地震が発生しました。兵庫
県南部地震です。その災害（阪神淡路大震
災）により、６４３４人の方が亡くなりまし
た。もっともっと生きたかったはずです。地
震は本当に恐ろしいものです。 
 私たちは、阪神淡路大震災のことを知り、
災害に備えることが大事です。 

 今年の１月１日には、能登半島地震が発生し
ました。今も、雪の降る中、救助活動が続いて
います。一日も早く穏やかな日々が訪れること
を願っています。 

 平荘小学校では、R3年度から『はるかのひ
まわり絆プロジェクト』を進めています。そし
て、昨年度（R4年度）は、『命の一本桜プロジ
ェクト』を行いました。今年度は、１月２７日
に、人権・防災講演会を計画しています。 
これらのことを実施することで、みなさんの

心の中に、防災について意識する機会ができれ
ばうれしいなと考えています。 

１月１６日の新聞に、「１分で〇〇」という記事が
載っていました。 
「この１分」とは、何を表しているでしょうか？ 
 能登半島地震が起こってから、津波が到着するま
での時間が１分だったそうです。 
 東日本大震災の津波は、地震発生から３０～４０
分かかっています。 
 津波の到着時間はいろいろですが、地震が発生し
たら津波がやってくるとセットで覚えておきましょ
う。 

 

 災害に備えるこ
とは、水や食料を
備えることはもち
ろんのこと、人と
のつながりも備え
ましょう。 
 そのためには、
日頃から地域の
方々とあいさつを
することが大事で
す。 
 災害が起こった
時にどうするか
を、家族で話し合
いましょう。そし
て、自分の大切な
命は自分で守れる
ようにしましょ
う。 


